
「ふてほど」を防ぐための「立ち止まり」

今年の新語・流行語大賞は「ふてほど」でした。テレビドラマ「不適切にもほどがある！」

の略称のようですが、この言葉を自分の周りで聞くことはなかったように思います。そのた

めか、大賞の決定に対して疑問を感じた人の投稿がネット上にあふれたそうです。

この１年、スポーツ選手に対するＳＮＳでの不適切なメッセージが何度も話題になりまし

た。特に、夏のパリ五輪でアスリートを誹謗中傷する心ない投稿やダイレクトメッセージが

大きな問題となりました。これまでは、アスリートが自身のアピールのためにＳＮＳを使っ

たり、ファンと対話する手段として活用されたりしていました。しかし、多くの人が注目し、

応援や思い入れが強くなる五輪では、心ないメッセージや選手個人の誹謗中傷へとどんどん

エスカレートしていきました。

スポーツ選手に繰り返される誹謗中傷。これまでは会場でのヤジや家・職場などで消えて

いた言葉でしたが、誰もがＳＮＳですぐに発信できる時代になり、アスリートにも直接届く

ようになりました。アスリートのプレーやパフォーマンス、メンタルにまで大きな影響を及

ぼす心ないメッセージですが、発信した人はそれが大ごとになると思っていない、誹謗中傷

だと気づいていないことが大半のようです。

パリ五輪ではＡＩの監視システムが整備されましたが、それらを完全に防ぐことはできま

せんでした。やはり、発信する側のモラル・マナーとして、発信する前に読み返す、他の人

にとって不快に感じる内容ではないかを確認する、誰かを傷つけるような内容になっていな

いかを相手の立場になって考える、そのような「立ち止まり」の時間が必要です。

「ポチッ」とすれば、誰もが自由に、瞬く間に世界中に情報を発信できる高度情報化社会

だからこそ、「不適切にもほどがある！」内容になっていないかを立ち止まって確認すると

いうアナログの道徳心を養うことが大切なのだと思っています。

今日で87日間の２学期が終わりました。２学期始業式で話したことの一つに、「自分も友

だちも大切にする」がありました。「友だちも自分同様に代わりがいないかけがえのない存

在であること」、学校はそうした相手意識を子どもたちに育むことができていたでしょうか。

明日から20日間の冬休み、子どもたちには家庭の温かな雰囲気の中で、家族への相手意

識、さらには、祖父母や親戚への相手意識を高めてほしいと思っています。

この１年、子どもたちの健全育成や本校の教育活動に寄せられました皆様のご支援に心か

ら感謝申し上げます。 皆様、どうぞよい年をお迎えください。

教育目標：未来に生きる高い知性と豊かな心情と強い意志を培い、主体的に行動できる心身ともに健康な子どもを育てる
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年長さんを上手にエスコートして

６つの縁日ブース、どこも楽しそうでした

中学校での学習でも、先生は顔見知りだから安心

中学生だけでなく、中学校の校長先生や
教育長さんも見ている中で発表

中学３年生の「起業発表会」に参加

児童会役員は緊張気味でした

12月３日に、認定こど

も園の年長さん22人を招

いて、１年生が「なかよし

ランド」を開きました。

１年生にとっては、小学校で初めてのお兄さん・お姉

さん役です。来年入学してくる１年生が楽しめることを

一生懸命に考え、役割を分担し、リハーサルで互いに直

すべきところを教え合いながら、準備を進めてきました。

本番当日、会場を準備する１年生は興奮状態で、年

長さんが学校に着くと興奮もピークに達しました。そ

れでもお兄さん・お姉さんとして、きれいに飾り付け

た教室に案内し、椅子に座ってもらってスタンプカー

ドを一人一人の首に優しくかけてあげていました。

その後、体育館に移動して準備してきた「ボールあ

て」「アスレチック」などの６つの縁日で年長さんに

楽しんでもらいました。最後には校歌の歌声も聞いて

もらい、普段とはちょっと違った頼もしい１年生の姿

を見せてくれました。

12月２日に、６年生の中学校登校があり

ました。中学校生活をより円滑に始められ

るように、中学校の先生方による50分間の

授業や中学校の日課を体験するものです。

その１回目は、特別活動、数学、体育、技

術、英語の５時間の学習でした。初めのうちはいつもとは違う雰囲気で緊張気味でしたが、中

学校の先生方の事前の準備や学習内容の工夫のおかげで、６年生も集中して学習していました。

昼休みには、中学生に混じって体育館でバスケットボールやバドミントンをして楽しむことも

できました。３学期も３回の中学校登校が予定されています。

12月９日の３・４時間目、６年生が中学校

に出かけて、総合的な学習の時間にそれぞれが

追究してきたことを中学３年生と交流し合いました。

前半は中学３年生の起業に視点を当てた町づくりの発

表を聞き、多くの｢なるほど｣を得ていた６年生。後半は

６年生が、町内に多く住むベトナムからの技能実習生に

も住みやすい町づくりのアイディアについて班ごとに発

表し、中学生から多くのアドバイスをもらっていました。

12月６日に

後期の児童会・

生徒会の役員が、それ

ぞれの活動を紹介し合

う交流会がありました。

これからもあいさつ運

動などで協力して活動

を進めていきます。



令和８年度の義務教育学校の開校に向けて、夏休みから中学校の職員と一緒に様々な検

討を進めてきました。教育内容や指導体制はもとより、日課表や行事のもち方、児童会や

生徒会のあり方など、検討事項は多岐にわたっていました。

その５回目の会議となった12月６日に、一定の方向性について小中全職員で共有しま

した。その主な内容は以下のとおりです。

これらの内容につきましては、２月の参観日「全体懇談」の場で改めて説明したいと考

えています。

◇ 指導区分 １～４年生→初等部 ５～７年生→中等部 ８～９年生→高等部

◇ 指導形態 初等部→学級担任制 中等部・高等部→教科担任制

◇ 制 服 ７年生から着用

◇ ジャージ ７年生から着用（現在の指定ジャージからデザインを変更予定）

◇ 日 課 表 初等部→45分授業 中等部・高等部→50分授業

◇ 通 知 表 前期末（９月）・後期末（３月）の２回発行、所見欄は廃止

◇ 入学式、卒業式 入学式は１年生を対象、卒業式は９年生を対象として全学年で実施

◇ 運動会・体育祭 基本的に半日日程で実施（詳細は検討中）

◇ 学習発表会・文化祭 基本的に１日日程で実施（詳細は検討中）

◇ スキー・そり学習 実施しない（７年度までは実施）

◇ 家庭訪問 保護者面談として学校で実施

◇ 自転車通学 中等部・高等部は希望者の申請制

初等部はおよそ２㎞以上の者の申請制（対象学年については検討中）

※ヘルメット着用については段階的に義務化することで検討中

◇ 校歌、校章 児童生徒からアイディアを募集中

先生が増えて１年生も大喜び

今年も搾乳体験ができました牛のエサ、種類によって匂いがちがう！

児童会では、今月、全校児童に呼びか

けて「赤い羽根募金」に取り組みました。

その校内で集められた募金4,815円を、16日に児童会の役員か

ら町共同募金委員会の斉藤会長さんに手渡しました。新岡会長

が「自分たちの住む幕別で、助けが必要な人たちのために、こ

のお金を使ってください」としっかり思いを伝えてくれました。

11月28日、３年生の総合

的な学習の時間にＪＡ幕別町

青年部の皆さんにお越しいた

だき、特産の長いもの栽培や

酪農の仕事について教えても

らいました。

機械化が進む農業ですが、

１本１本ていねいに長いもを収穫したり、牛を大事に育てて牛乳の生産量を高めたりしている生産

者の苦労や願いを知る貴重な機会になりました。また、昨年度に引き続き、体育館に牛（模型）を

連れてきてもらい、一人ずつ乳搾りの体験もすることができました。五感を使った「食育」はもち

ろん、幕別町の主要な産業のことを知る「ふるさと学習」としても意義ある内容でした。



第22回世界ジュニア記念北海道小・中学生
スピードスケート競技大会 （12/15）

優秀選手賞
阿部 有花 さん

第50回北海道ミニバスケットボール大会
十勝地区予選大会 （11/24）

女子 第３位（全道大会出場）
札南ラビッツミニバスケットボール少年団

小学5年男子500Ｍ
第３位 '46"99
沼袋 晟 さん

全十勝小学校記録会
（12/14）5年男子
1500Ｍ1 '46"88
1500Ｍ 2'37"93

第40回道東少年団交流大会
（12/１） 小学5年男子
1500Ｍ 第2位 1'49"97
1000Ｍ 第5位 1'44"31

中学年の部
団体戦 第３位

低学年の部
団体戦 準優勝

幕別剣道
少年団

個人戦 高学年男子の部
第3位 田村 春平 さん

個人戦 高学年女子の部
第3位 佐藤 彩咲 さん

個人戦 中学年男子の部
第3位 田村 健三 さん

第32回十勝東北部少年剣道本別大会（12/８）

子どもたちには、各学級で明日からの冬休みの過ごし方について指導しました。家族と相

談しながら決めた目標の達成や計画の実行ができるよう、また、元気に20日間を過ごせるよ

う、ご家庭でも以下の内容を参考に、約束づくりやこまめな声かけをお願いいたします。

交通安全に気をつける

◆交通ルールを守る。

◆冬道の歩行に気をつける。

◆道路への飛び出しはしない。

◆道路や線路では絶対に遊ばない。

◆人や車に向かって雪玉を投げない。

健康で安全に過ごす

◆不規則な生活や暴飲暴食が続かないようにする。

◆体を動かして遊んだり冬のスポーツをしたりする。

◆そり遊びは安全な場所で、安全に気をつけて遊ぶ。

◆川や池、屋根の下などには近づかない。

外出のときの注意

◆明るいうちに家に帰る。

◆用事のない店には出入りしない。

◆おごったりおごられたりしない。

◆ゲームセンターやカラオケボックス

には大人と一緒に行く。

通信機能のある機器を使うときのルールを守る

◆通信機器を使用する時間や場所、禁止事項を守る。

◆個人情報を教えたり自撮り写真を送ったりしない。

◆困ったときには必ず家族に相談する。

◆ルールを守れなかった場合はどうするかを決める。

日常の感染対策を継続する

◆帰宅したらせっけんで手を洗う。

◆適度な湿度管理(50～60％)を心がける。

◆こまめな換気を心がける。

◆咳・くしゃみの時は咳エチケットを。

ネットトラブルの未然防止のために
「嘘の情報」にお子さんが惑わされることがないように

お子さんと一緒にこの裏面もご覧ください。

子ども相談支援センター 相談窓口のお知らせ
いじめや不登校などの学校教育に関する悩み、子育て・

しつけなど家庭教育に関する悩みなどを相談する窓口につ

いては、別紙の「主な相談窓口」をご覧ください。



給 バ ス

食 朝 下 校

1 水 元日 学校閉庁日

2 木 学校閉庁日

3 金 学校閉庁日

4 土

5 日

6 月 冬休み｢学び隊｣

7 火 冬休み｢学び隊｣

8 水 冬休み｢学び隊｣

9 木 特別清掃（１階ワックス清掃）

10 金

11 土

12 日

13 月 成人の日

14 火 ３学期始業式 安全点検 ◎ ○ 14:40 15:50

15 水 小中合同あいさつ運動 CIR ◎ ○ 14:40 15:50

身長・体重測定(１年) 職員会議

16 木 身長・体重測定(２年) ◎ ○ 14:40 15:50

身長・体重測定(３年)

17 金 学校経営指導訪問 ◎ ○ 14:40 15:50

校内ケース交流会

18 土

19 日

まくべつ教育の日

20 月 身長・体重測定(４年) ◎ ○ 14:40 15:50

スクールカウンセラー来校

21 火 身長・体重測定(５年) 児童会 ◎ ○ 14:40 15:50

ＰＴＡ役員会

22 水 CIR スワディ号 ◎ ○ 14:40 15:50

身長・体重測定(６年)

23 木 ６年生中学校登校 ◎ ○ 14:40 15:50

幕中入学説明会・部活動紹介

24 金 校内スケート記録会 ◎ ○ 14:40 15:50

まくべつ学園合同研修会

25 土

26 日

27 月 CIR 中学校部活動体験（30日まで） ◎ ○ 14:40 15:50

〔校内スケート大会予備日〕

28 火 児童会 ◎ ○ 14:40 15:50

29 水 CIR 分掌会議 ◎ ○ 14:40 15:50

スキー・そり学習（低学年）

30 木 ６年生中学校登校 ◎ ○ 14:40 15:50

スキー・そり学習（中学年）

31 金 スキー体験学習（高学年） ◎ ○ 14:40 15:50

※発行日現在の予定ですので、変わることもあります。

日 曜おもな行事予定
〔 学校閉庁日について 〕

以前に文書でもお知らせしま

したが、今年度も12月29日か

ら１月３日までの６日間を学校

閉庁日としています。学校には

職員が不在となりますので、ご

了承ください。

なお、緊急の連絡が必要な場

合は、幕別町役場（電話54－2

111）へお願いいたします。

学校教育活動アンケート
ＱＲコード

今月９日に文書でお願いして

おりました「学校教育活動アン

ケート」の回答期日が27日ま

でになっています。アンケート

は配布した文書にあるＱＲコー

ド（左上と同様）をスマートフ

ォン等で読み取って、回答して

いただくものです。

すでに多くの方に回答いただ

いていますが、まだ回答がお済

みでない方は、何かとご多用の

こととは存じますが、本校の教

育活動の一層充実に向けて、ご

協力をお願いいたします。

12月２週目、突然、インフ

ルエンザの流行に襲われ、2・

3・6学年が閉鎖になりました。

子どもたちだけでなく、職員も

体調を崩す者が多く、厳しい状

態になっていました。

これからもいろいろな感染症

の流行が予想されています。手

洗い・うがい・換気などの日常

の予防はもちろんですが、抵抗

力や免疫力を高める規則正しい

生活も心がけていきましょう。


